
佐久市埋蔵文化財調査報告書 第 199集

岩村田遺跡群

西一本柳遺跡XX
長野県佐久市岩村田西一本柳遺跡XX発掘調査報告書

2012.3

株式会社ボス トンハウス

佐 久 市 教 育 委 員 会



例  言

1,本書は、株式会社ボス トンハウスが行う店舗建設に伴う岩村田遺跡群西一本柳遺跡XXの発掘調
査報告書であるも

2 事業主体者 株式会社 ボス トンハウス
3.調査主体者 佐久市教育委員会
4.遺跡名 岩村田遺跡群 西一本柳遺跡XX(略 称  INPXX)
5.所在地 佐久市岩村田字上樋田1809-1、 1810-1、 1811-1、 1811-2、 1812-1、 1812-3
6.調査期間 現場調査 平成23年 8月 30日 ～ 9月 9日

整理調査 平成23年 9月 10日 ～平成24年 3月 16日
7.調査面積 231∬
8.本書の編集・執筆は須藤が行った。
9,本書及び本調査に関するすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡  例

1,遺構の略称 F― 掘立柱建物址、M― 溝址、 P― ピット
2.挿図の縮尺 図中に明記
3 遺構の海抜標高は水糸標高を「標高」とした。
4.基準点座標 世界測地系による。
5.土層の色調 1995年 版 F新版 標準土色帖』
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第 1節 調査 の経過

西一本柳遺跡は、佐久市北部の岩村田遺跡群にある弥生時代から中世にいたる拠点的複合遺跡であ

る。浅間山南麓の西方に展開する田切 り地形の末端に位置し、南方の西流する湯川に末端が侵食され

た火砕流台地に立地する。標高は 693m前後を測る。

西一本柳遺跡では、平成 4年 から平成 22年 にわたり公共下水道、国道 141号線、店舗、個人住宅

などの開発に伴い 19回 にわたる発掘調査が実施され、550軒 以上の竪穴住居址が確認されている。

特に、人面付土器や有孔石剣の出上に象徴される弥生時代中期・後期の集落調査は重要である。

今回、株式会社ボス トンハウスが追跡内に店舗建設を計画 したため、埋蔵文化財保護対策の必要性

が生 じた。建設対象地では、開発が中止された別件による試掘調査が平成 22年 に行われ、竪穴住居

址、掘立柱建物址、溝址等の追構が確認されていた。保護協議の結果、建物建設等で保存が困難な遺

構に関して、記録保存を目的とした発掘調査が実施されることとなった。

発掘調査は、株式会社ボス トンハウスより委託を受けた佐久市教育委員会が、西一本柳遺跡での

20回 目の調査 (西一本柳遺跡XX)と して実施 した。

蒲礁削離静
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第 1図 岩村田遺跡群 西一本柳遺跡XX(● )位置図 (160,000)
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第 2節 調査体制

調査主体者 佐久市教育委員会 教育長 土屋盛夫
事 務 局 社 会 教 育 部 長 伊藤明弘

社 会教 育部 次長 藤牧 浩
文 化 財 課 長 吉澤 隆
文化財 調査 係長 三石宗一
文 化 財 調 査 係 林 幸彦 並木節子 須藤隆司 小林員寿 羽毛田卓也

冨沢―明 上原 学 井出泰章 (～ 9月 )神 津―明 (10月 ～ )
調査担当者 須藤隆司
調 査 員 江原富子 小幡弘子 風間 敏 滝沢三男 土屋武士 中嶋フクジ 比田井久美子

渡辺長子

第3節 検出遺構 。遺物の概要

構 掘立柱建物址 1棟、溝址 2基 (弥生時代中期 。後期 )、 ピット2基
物 弥生土器 (中期・後期 )、 土師器、須恵器、敲石

Ml号溝址上部を破壊する東西の数条の溝は耕作痕である。この攪乱溝から摩減 した土師器 。須恵
器破片が検出されている。

溝址 2基 は、西一本柳遺跡 XⅣ の弥生時代中期 。後期の溝址の延長部である (第 5図 )。
弥生時中期の溝址 (Ml号溝llL)は 、中期集落の北東部を区画する溝址 (溝外の北東部には弥生中
期の遺構はない)である。弥生時代後期の溝址 (M2号溝址)は、西方で南から北東方向に弧状に展
開する溝址 と関連 した環濠と評価できる。溝址東西間は 180mの 規模である (第 6図 )。
M2号溝址の敲石 (第 4図 )は 、安山岩製で長さ 129 mm、 幅 77 mm、 厚さ40 mm、 重さ617.37gで ある。
左側縁に敲打痕と剥離痕、表面に線状痕が観察される。

X=29584

X=29580

X==29576

第 2図 西一本柳遺跡XX調査全体図 (1:200)

童還

遺
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掘立柱建物l■を掘る (南西から) Ml号溝址を掘る (北西から)

M2号溝址を掘る (東から ) Ml号溝l■を測る (北西から)

調査区全景 (北西から )
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Ⅱ圭早 遺構と遺物

第 1節 溝址

(1)Ml号 溝址 (第 3図 )
北西から南東に調査区を斜走する全長 21.2mが調査範囲である。北方の低地部に向い、南東から
北西方向に緩やかに曲が りながら傾斜する。東半側は上面幅 70～ 90 cm、 底面幅 16 cm程 であり、西

半部は上面幅 50 cm、 底面幅 30 cm程である。深さは 40～ 45 cm程 であ り、東端 と西端の比高差は 20

cmで ある。狭幅な箱形底部は砂層・シル ト層の水成堆積層である。遺物は 1層 から弥生時代中期の壺・

甕破片が僅かに検出されたのみである。

本溝址は、全長 45.65mが調査された西一本柳遺跡 XⅣのM13号溝址の北西延長部に相当する。さ
らに平成 22年の試掘調査では、35mに 及ぶ西方への延長部分が確認されている。M13号溝址では
弥生時代中期の壺・奏 (第 5図 )が検出されており、本溝llLの時期を確定している。

Q
―

第

1層 黒褐色(10■q3/21土  ローム粒を含視
2層 暗褐色(lll■R3/31土  ローム粒を多く含仇
3層 暗褐色(1碗R3/31土  ローム粒・パミスを多量に含視
4層 灰芸握潅(10■TR4/21土 シル ト層。
5層 褐灰色K104471)土  砂層。

第 3図 Ml号 溝llL(1:160)

(2)M2号 溝址 (第 4図 )
北西から南東に調査区を斜走する全長 10.8mが調査範囲である。上面幅 340 cm以 上、底面幅 180 cm

程である。建設工事の関係で深さ 80 cm以 下は保存箇所であるが、ボーリングでは 130 cm程 を有 した

ものと思われる。弥生時代後期の壺・甕破片、敲石が検出され、遺物集中部は未調査部分であろう。

本溝址は、全長 28.4mが調査された西一本柳遺跡XⅣ のM12号溝llLの北西延長部に相当する。本
調査地点か ら西方 に転

じ、平成 22年 の試掘調

査では、西方 30mの 廷
長部が確認されている。

M12号 溝址では弥生
時代後期の杯 。高郭・壺・

甕 (第 5図 )が検出され
てお り、本溝址の時期を

確定している。

0         10cm

第 4図 M2号 溝l■ (1:160)と その遺物 (1:4)
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1層 黒褐色(10YR3/21土

2層 暗褐色(10YR3/0土

3層 黒褐色(lllYR30土

4層 暗褐色(10■4/3j土

5層 暗褐色(lωttVD土

6層 黒褐色(1鋭T〃1)土

7層 暗褐色(lCIR3/0土

パミス・ ローム粒を多く含むち

砂を多く合視 粘質上

パミス・刀燦・ローム粒を多く含視

ローム粒・砂を多量に含むち

ロームブロックを多量に含h
パミス・ローム粒を多く含むち

ロームプロックを多く合hロ ーム粒・パミスを多量に含むち

酔説



Ml号溝l■ (西から)

一
●

睦

ア

◆

Ml号 (左 2点 )・ M2号 (右 3点)の遺物

Ml号溝l■ (南東から)

M2号溝l■ (東から) M2号溝lll_(西から)
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第 2節 掘立柱建物址

(1)Fl号 掘立柱建物址 (第 7図 )
2間 ×2間の総柱式掘立柱建物址と考えられる。

長軸方位はN-65° ―Wで ある。桁行・梁行は
320 cm程であるが、柱穴の配列、柱穴の規模は規

格的ではない。桁行の基本柱間は 160 cmで ある

が、 P 5 ・ P 6間 は 170 cm、  P 6 。 P 7FHEは 140

cmである。梁行の基本柱間は 170 cmで あるが、 P

6・ P9、 P7・ P8間 は 135 cm、 P4・ P5間
は 120 cmで ある。柱穴規模は直径 30～ 60 cm、 深

さ 10～ 35 cmと 多様である。弥生時代中期の溝址

を破壊し、柱穴覆± 2層から弥生土器 2片が得ら

れているが、時期を確定するものではない。

第 3節  ピッ ト

(1)Pl・ P2(第 8図 )
M2号溝址の北側で、32 cm× 25 cm、 深さ 15 cmの P
の間隔で検出された。時期を特定できる資料はない。

25 cm ×22 cm、 深さ 19 cmの P2が、 145 cm

杢   ▲'

斡
標高 6929m

鞄バ9 仲
1層 黒褐色(10-21土  ローム粒を舗碗
2層 暗褐色(ЮⅥれ0土 ローム粒を多量に合転

第 8図  Pl・ 2(1:60)

1、

‐

■
ヽ

Ｐ⑥
4

監
|

｀
〈∈)、
P3

一

◎

―

P4

-酌
ても

く |

_21 _

塊
P3

- 21 -

塊
P4
1

塊
P5

0

bキ

ー
も
そ2

も
|

―
(そう)とI

4m  稲

第 7図 Fl号 掘立柱建物址 (1:80)

1層 黒褐色(10YR2/21土 ローム粒を多く含視
2層 暗褐色(16孤μO土 ロームプロンクを多く書暁
1層 妄静駐項ЮⅥ慟の上 ローム粒を多く含む。
1層 黒褐御欲lYR2rll土  ローム粒を含むち
2層 晴褐色⊂∽田VO上 ロームプロンクを多く釦
1層 暗禍色QO-4j土  ロームプロックを多く含義
2層 暗褐色QO-3j土  ロームプロックを釦
1層 黒褐色(loⅥ翌り上 ローム粒を含晩
1層 黒褐色(10YR2/21土 ローム粒純
2層 晴褐色Q04/31土  ローム粒を多量に含む。
1層 暗褐色(10-41土  ロームプロックを多く含む。
2層 牽離項1044/41土  黒褐色土プロックを多く含仇
1層 黒褐色(10YR2/D土  ローム粒を多く含帆
2層 暗褐色(10YR3/31土 ローム粒を多量に飽
1層 黒褐色(1呻②土 ローム粒を含視
2層 暗褐色(ЮⅥれ0土 ロームプロックを多量に含帆
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Fl号掘立柱建物址 (南西から)

Pl(南 西から)

P2 (南西から)
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